
借方借方借方借方 貸方貸方貸方貸方
資産資産資産資産のののの部部部部 負債負債負債負債のののの部部部部

純資産純資産純資産純資産のののの部部部部

行政行政行政行政コストコストコストコスト
１．人に掛かるコスト

（職員の給与、退職手当など） 富士吉田市土地開発公社
２．物に掛かるコスト （一財）富士吉田文化振興協会

（物品購入、光熱水費、修繕費、減価償却費など） （公財）富士吉田体育協会
３．移転支出的なコスト 下水道事業特別会計 （一財）ふじよしだ観光振興サービス

（社会保障給付や各種団体への補助金） 国民健康保険特別会計 （福）富士吉田市社会福祉協議会
４．その他のコスト 後期高齢者医療特別会計 （福）富士吉田市社会福祉事業団

（地方債の利子など） 介護保険特別会計 富士五湖広域行政事務組合
合計合計合計合計（（（（AAAA）））） 介護予防支援事業特別会計 山梨県市町村総合事務組合

一般会計 市立病院事業会計 山梨県後期高齢者医療広域連合
経常収益経常収益経常収益経常収益 看護専門学校特別会計 水道事業会計

合計合計合計合計（（（（BBBB））））

純経常行政純経常行政純経常行政純経常行政コストコストコストコスト（（（（A)A)A)A)－(－(－(－(B)B)B)B)

期首期首期首期首（（（（２３２３２３２３年度末年度末年度末年度末））））純資産残高純資産残高純資産残高純資産残高
変動要因
１．純経常行政コスト
２．一般財源（地方税、地方交付税など）
３．国・県補助金など
４．臨時損益
５．その他
合計
期末期末期末期末（（（（２４２４２４２４年度末年度末年度末年度末））））純資産残高純資産残高純資産残高純資産残高

期首期首期首期首（（（（２３２３２３２３年度末年度末年度末年度末））））純資金残高純資金残高純資金残高純資金残高
当年度現金増減額当年度現金増減額当年度現金増減額当年度現金増減額
１．経常的収支

収入（地方税、交付金）
支出（社会保障給付、人件費など）

２．公共資産整備収支
収入（国、県補助金、地方債等）
支出（公共資産整備費等）

３．投資・財務的収支
収入（貸付金回収額等）
支出（地方債償還額等）

合計合計合計合計
期末期末期末期末（（（（２４２４２４２４年度末年度末年度末年度末））））純資金残高純資金残高純資金残高純資金残高

949億2,300万円949億2,300万円949億2,300万円949億2,300万円

82億1,000万円82億1,000万円82億1,000万円82億1,000万円

424億1,300万円

▼▼▼▼
▲209億8,200万円

126億4,600万円
86億5,800万円

▲1,700万円
9億3,800万円

961億6,600万円961億6,600万円961億6,600万円961億6,600万円

平平平平
成成成成
２２２２
４４４４
年年年年
度度度度

富富富富
士士士士
吉吉吉吉
田田田田
市市市市
のののの
財財財財
務務務務
書書書書
類類類類

（（（（
連連連連
結結結結
ベベベベ
ーーーー
スススス

））））

　
市
で
は
普
通
会
計

（
一
般
会
計
と
看

結
グ
ル
ー

プ
内
の
内
部
取
引
と
し
て
相

会
計
間

、
法
人
間
で
の
取
引
な
ど
は
連

務
書
類
で
す

。
な
お

、
連
結
に
際
し
各

ス
実
施
主
体
と
み
な
し
て
作
成
す
る
財

係
団
体
や
法
人
を
一
つ
の
行
政
サ
ー

ビ

て
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
関

成
す
る
特
別
会
計
や
市
と
連
携
協
力
し

る
事
業
の
他
に
も

、
市
立
病
院
事
業

、

そ
こ
で

、
普
通
会
計
の
ほ
か

、
市
を
構

体
を
通
じ
て
行
う
事
業
も
あ
り
ま
す

。

事
業
と
は
別
に
公
益
法
人
な
ど
関
係
団

ま
す

。
ま
た

、
こ
う
し
た
市
自
ら
行
う

護
専
門
学
校
特
別
会
計

）
で
行

っ
て
い

殺
消
去
し
て
い
ま
す

。

連結範囲連結範囲連結範囲連結範囲のイメージのイメージのイメージのイメージ図図図図

　投資及び出資金

1,140億1,100万円

民
の
皆
様
と
密
接
な
事
業
を
行

っ
て
い

保
険
事
業
や
介
護
保
険
事
業
な
ど

、
市

水
道
事
業

、
下
水
道
事
業

、
国
民
健
康

普通会計普通会計普通会計普通会計

市全体市全体市全体市全体

連結団体連結団体連結団体連結団体

連結財務書類連結財務書類連結財務書類連結財務書類４４４４表表表表
①貸借対照表（バランスシート）

③純資産変動計算書

②行政コスト計算書

④資金収支計算書

１．公共資産

３．流動資産

行政サービスの利用で市民の皆さんが直接負担する施設利用料、手数料、保険料など

422億500万円

1,137億4,600万円

2億6,500万円

86億4,900万円

１．固定負債
　地方債
　長期未払金など

負債合計負債合計負債合計負債合計

　翌年度償還予定地方債

　退職手当引当金

　給与引当金など

２．流動負債

　未収金など
　現金・預金

　その他

　基金など
　貸付金

　売却可能資産

117億4,100万円

83億1,400万円

10億1,800万円

3,000万円

34億2,700万円

19億2,100万円

　有形・無形固定資産

　長期延滞債権 15億5,100万円

２．投資等

5億6,400万円
54億8,600万円

343億400万円
306億1,300万円

1億400円
35億8,700万円
40億4,500万円
28億4,500万円

12億円
383億4,900万円

229億7,600万円

77億2,200万円

112億6,700万円

212億9,500万円

　（一般財源等）

純資産合計純資産合計純資産合計純資産合計
３．その他一般財源等

４．繰延勘定 1億1,400万円

２．公共資産等整備

１．公共資産整備等
　（国・県補助金等）

723億2,200万円

8億6,800万円
961億6,600万円

212億2,300万円

209億8,200万円209億8,200万円209億8,200万円209億8,200万円

借入金（地方債）や将来の職員の退職
金など、将来世代の負担で返済していく
債務です。

所有している財産の内容と金額です。行
政サービスの提供能力を表します。

現世代が既に負担して、支払が済んで
いる正味の資産です。

資産合計資産合計資産合計資産合計 1,345億1,500万円1,345億1,500万円1,345億1,500万円1,345億1,500万円 負債負債負債負債・・・・純資産合計純資産合計純資産合計純資産合計

▲39億6,700万円
7億6,600万円

12億4,300万円12億4,300万円12億4,300万円12億4,300万円

48億8,300万円

375億3,000万円
▲8億1,200万円

①①①①
貸貸貸貸
借借借借
対対対対
照照照照
表表表表

（（（（
ババババ
ララララ
ンンンン
スススス
シシシシ
ーーーー

トトトト

））））

②②②②
行行行行
政政政政
ココココ
スススス
トトトト
計計計計
算算算算
書書書書

③③③③
純純純純
資資資資
産産産産
変変変変
動動動動
計計計計
算算算算
書書書書

④④④④
資資資資
金金金金
収収収収
支支支支
計計計計
算算算算
書書書書47億3,300万円

1億400万円1億400万円1億400万円1億400万円

　
貸
借
対
照
表
は

、
決
算
日
に
お
い
て
所
有
す
る
資
産
等
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
を
示
し
た
の
も
の
で

、
資
産
・
負
債
・
純
資

産
の
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

。

　
表
の
左
側
は
資
産
の
部
で

、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に

保
有
し
て
い
る
財
産
を
表
し
ま
す

。
公
共
資
産
は
長
期
に
わ

た

っ
て
使
用
・
保
有
で
き
る
資
産

、
流
動
資
産
は
手
持
ち
の
現

金
や
銀
行
に
預
け
て
あ
る
預
金

、
1
年
以
内
に
現
金
化
を
予
定

し
て
い
る
資
産
の
こ
と
で
す

。

　
表
の
右
側
は

、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
財
産
で
資
産
を
形
成

し
て
き
た
か
を
表
し
た
も
の
で

、
負
債
の
部
は

、
第
三
者
に
対

し
て
返
済
義
務
が
あ
る
債
務
で
す

。
純
資
産
の
部
は

、
既
に
返

済
済
み
の
も
の
や
国
庫
補
助
金
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す

。

　
表
の
左
右
が
必
ず
つ
り
あ
う
よ
う
に
作
成
す
る
こ
と
か
ら

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト

」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す

。

資
産
の
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い

、
当
該

年
度
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
を

表
し
た
も
の
で
す

。

　
生
活
保
護
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

社
会
保
障
給
付
に
係
る

「
移
転
支
出
的

な
コ
ス
ト

」
が
全
体
の
約
５
割
を
占
め

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

。

　
ま
た

、
サ
ー

ビ
ス
の
受
益
者
と
し
て

皆
さ
ん
が
負
担
す
る
利
用
料
や
手
数
料

な
ど
の
経
常
収
益
は
約
２
１
２
億
円

で

、
不
足
分
約
２
１
０
億
円
は

、
一
般

財
源
や
補
助
金
で
補

っ
て
い
ま
す

。

貸
借
対
照
表
の
純
資

産
の
部
に
計
上
さ
れ

て
い
る
金
額
が
1
年

間
に
ど
の
よ
う
に
変

動
し
た
か
を
表
し
て

い
ま
す

。

　
２
４
年
度
は
約
１

２
億
円
増
加
し
て
い

ま
す
が

、
こ
れ
は
人

件
費
や
地
方
債
利
子

な
ど
の
純
経
常
行
政

コ
ス
ト
が
縮
減
さ
れ

た
こ
と
を
表
し
ま

す

。

キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー

計
算
書
と

も
い
い

、
１
年
間
の
資
金
収
支

の
状
況
を
経
常
的
収
支

、
公
共

資
産
整
備
収
支

、
投
資
・
財
務

的
収
支
の
３
区
分
で
表
し
て
い

ま
す

。

　
公
共
資
産
整
備
と
投
資
・
財

務
的
収
支
で
赤
字
と
な

っ
て
い

ま
す
が

、
経
常
的
収
支
の
黒
字

分
で
補
う
こ
と
が
で
き
た
た

め

、
単
年
度
収
支
で
は
約
１
億

円
の
黒
字
と
な
り
ま
す

。
２
４

年
度
末
の
残
高
約
８
３
億
円
が

バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
の
現
金
・
預

金
で
す

。

25億5,300万円
33億6,500万円

83億1,400万円83億1,400万円83億1,400万円83億1,400万円

1,345億1,500万円1,345億1,500万円1,345億1,500万円1,345億1,500万円

■ 財務書類の見方
財務書類は、ストック（財産残高）を表す「①連結貸借対照表」と、フロー（資金や資産などの増減）
を表す「②連結行政コスト計算書」、「③連結純資産変動計算書」、「④連結資金収支計算書」の４
つで構成されています。
① 連結貸借対照表
市にどれだけの財産があるか、その内訳はどのようなものかを表しています。
連結による本市の資産は1,345億1,500万円、負債は383億4,900万円です。資産から負債を差し引
いた純資産が961億6,600万円であります。
② 連結行政コスト計算書
　一年間の行政サービスを、どのような形でどれだけ実施したかを表しています。
　行政サービスにかかった費用（行政コスト）には、人、物、サービスのほか、民間などへの補助
があります。そして行政コストから、サービス利用者が負担する使用料・手数料など（施設使用料
や上下水道料金、証明書発行にかかる手数料など）を差し引いたものが、市が一年間で皆さんに
提供した行政コストの実際の金額となります。
③ 連結純資産変動計算書
　①連結貸借対照表の純資産が一年間でどのように増減したかを表しています。
　税金や、国・県からの補助金などにより増加し、行政サービスを実施することで減少いたします。
④ 連結資金収支計算書
　①連結貸借対照表の資金の増減の内訳を表したものです。
　連結資金収支計算書は、市の活動が現金の動きで把握できます。

市民市民市民市民１１１１人人人人あたりのあたりのあたりのあたりの資産資産資産資産

74万5千円74万5千円74万5千円74万5千円

261万2千円261万2千円261万2千円261万2千円

市民市民市民市民１１１１人人人人あたりのあたりのあたりのあたりの負債負債負債負債

市民市民市民市民１１１１人人人人あたりのあたりのあたりのあたりの
　　　　行政行政行政行政サービスのサービスのサービスのサービスの提供提供提供提供

40万7千円40万7千円40万7千円40万7千円


